
教育研究上の目的

リハビリテーション学部は、幅広い教養科目とリハビリテーションに関連する専門基礎科目や専門
専攻科目を通して、リハビリテーションの基盤を形成する理学療法学、作業療法学、言語聴覚療法
学および義肢装具自立支援学に関する知識・技能や、科学的思考力、医療従事者としての倫理観と
責任感、および人間性を涵養する。さらに、様々な問題点を発見し、論理的に解決する力を養うと
ともに、変化する社会のニーズや科学の進歩に関心をもち続け、生涯を通じて探求心を礎に自らを
高めることができる精神を醸成する。これにより、保健・医療・福祉を主とした多職種間で調和の
とれたコミュニケーションを図ることができる「優れたQOLサポーター」を育成する。

理学療法学科 理学療法学科は、時代が求める「優れたQOLサポーター」の一翼を担う理学療法士を育成し、社会
に貢献することを使命としている。医療、福祉、健康・スポーツなどの領域で高い倫理観、向上
心、探求心をもって臨床・研究活動に貢献し、それぞれの領域にて中心的・指導的な役割を果た
し、対象者の問題解決に寄与できる人材の育成を図る。さらに、学内外の実習や国際交流等様々な
活動を通してこれらの態度、意欲を涵養し、実践的行動力を醸成する。

作業療法学科 作業療法学科は、作業療法士に必要な幅広い教養と専門的知識・技能を有し、作業の意味や価値を
人間の生活、心身機能、文化･社会と結びつけて総合的に解釈することにより作業が健康に及ぼす
影響を論理的に考察できる能力を育成する。また、医療専門職として人間の尊厳を尊重できる豊か
な人間性をもって対象者と良好な関係性を構築し、多職種との連携を深めることができる素養を育
む。さらに、生涯を通じて科学や社会の発展に関心をもち続け、作業療法を主体的に探求しようと
する使命感や責任感を涵養する。

言語聴覚学科 言語聴覚学科は、言語聴覚障害ならびに摂食嚥下障害のある人をとりまく諸問題を解決するために
必要な幅広い教養と専門知識・技能を有する言語聴覚士を育成する。科学的な評価と分析的観察か
ら得られた情報を総合的に解釈し、他の職種との連携を通して適切に判断し行動できる能力を涵養
する。また、言語聴覚障害学とその関連領域の進歩に関心をもち自己研鑽を続ける意欲を有し、社
会に貢献できる「優れたQOLサポーター」としての人材を養成する。

義肢装具自立支援学科 義肢装具自立支援学科は、義肢装具士に必要な幅広い教養と専門的知識・技能を習得し、義肢装具
と福祉用具・機器の役割や必要性を対象者の心身の状態、生活と社会の環境に基づいて解釈し、対
象者のQOLに及ぼす影響を論理的に考察でき、具体的に説明できる能力と基本的な製作・調整・適
合ができる技術を育成する。さらに、義肢装具と福祉用具・機器の発展に関心をもち続け、探究心
と自己研鑽によって社会貢献し続ける使命感と責任感を涵養する。

鍼灸健康学科 鍼灸健康学科は、現代医学の知識を修得し、実習を通じて鍼灸の技術を身に付け、病院、福祉、ス
ポーツ、美容などの医療と健康分野で他の従事者と調和を持って活躍できる優れた鍼師・灸師を育
成する。また、鍼灸治療の適否を的確に判断し、適切な対応をとるとともに治療効果を適切な指標
を用いて評価し、客観的なデータで記録できる高い倫理観と豊かな感性を具有した臨床的、実証
的、理論的、体系的思考力を修得した鍼灸医学の科学的解明に貢献できる人材を育成する。さら
に、疾患の治癒や症状の緩和を目指すだけでなく、疾患・障害の予防やアンチエイジングなど人々
が健康に生活できる心身の健全な状態を維持、獲得するための鍼灸の知恵と技術を生かせる人材を
育成する。

医療技術学部は、多くの学問領域から構成されている特徴を生かした連携教育や工夫されたカリ
キュラムなどを通して、科学的思考力とともに専門的な知識・技術、幅広い教養を育み、高い倫理
観や豊かな人間性を養うとともに、変化する社会のニーズや科学の進歩に関心をもち続け、生涯を
通じて探求心を礎に自らを高めることができるよう支援する。これにより、保健・医療・福祉を主
とした多職種間で調和のとれたコミュニケーションを図ることができる「優れたQOLサポーター」
を育成する。

臨床技術学科
臨床技術学科は、臨床工学技士と臨床検査技師の二つの国家資格を有し、これまでより踏み込んだ
形で幅広い医療業務に携わり、時代とともに進歩する先端医療にも対応しうる臨床技術者を育成す
る。この実現には、保健・医療・福祉に強い関心を持続させ、修得した確かな知識・技能をもとに
論理的な思考や記述ができ、コミュニケーションを重視して、同僚および他の専門職との連携医療
を担える能力を育成する。

視機能科学科 視機能科学科は、視能訓練士に必要とされる視覚機能に関する高度な専門知識・技術を習得し、視
覚機能に関し論理的に思考し、科学的根拠に基づく的確な判断ができる能力を育む。生涯を通じて
専門分野の動向、社会情勢に関心をもち続け、医療の進歩に貢献できるよう自己を高める意欲を培
う。さらに、深い学識および豊かな人間性を育み、関連職種との円滑な連携が構築できる人材の育
成を図る。

救急救命学科
救急救命学科は、病院前救急救命医療に係る専門的知識・技能を基盤とした科学的考察に基づく総
合的な問題解決能力を有する救急救命士を育成する。救急救命士として、健全な人間性と倫理観、
強い使命感と奉仕の精神をもち、他の専門職と協働して病院前救急救命医療および災害・防災の分
野で地域社会における住民の保健に貢献できる人材を養成する。

診療放射線学科 診療放射線学科は、診療放射線技師に必要とされる高度な専門知識と技術を習得し、常に進歩する
診療放射線技術や医療技術に対応しうる能力を育成する。また、チーム医療の一翼を担う医療専門
職として、健全な人間性と倫理観、常に専門性を追求する意欲をもち、他の専門職と協働して地域
医療や救急医療に貢献する能力を涵養する。さらに、医療サービス対象者と良好な関係を構築する
ためのコミュニケーション力、論理的思考力、判断力を身に付け、科学的考察に基づく総合的な問
題解決能力を有する人材を養成する。
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健康科学部は、幅広い教養と豊かな人間性を育み、専門分野の深い理解をもとに健康課題について
の的確な判断力と問題解決能力を醸成する。また、高い技能とコミュニケーション能力とともに、
専門的職業人としての使命感と責任感を培い、社会や科学の発展に関心をもち、生涯を通じて探求
心を礎に主体的に学習する人材を育成する。これらにより、人の健康づくりを担う「優れたQOLサ
ポーター」の育成を目指す。

健康栄養学科
健康栄養学科は、健康の保持・増進、疾病の治療・重症化予防、虚弱・介護予防等の対象者に、医
療行為である栄養の指導（生体機能に影響を及ぼす食事の内容・タイミング・回数、栄養補給法等
を調節し、対象者の栄養代謝や身体機能を制御する）を科学的根拠に基づいて実施できる高度な能
力と思いやりの心を有する管理栄養士・栄養士を育成する。さらに、研究心および職業倫理を涵養
し、公衆衛生の向上に寄与できる人材の育成を目指す。

健康スポーツ学科
健康スポーツ学科は、スポーツ・運動を通して幅広い教養と専門的知識・技能を習得し、健康やス
ポーツの意義や価値を人間の生活、心身機能、文化･社会と結びつけて理解し、スポーツ科学や健
康科学を論理的に思考でき、かつ基本的なスポーツや健康づくりを指導できる実践的能力を育成す
る。さらに、生涯を通じて科学や社会の発展に関心をもち続け、スポーツ・運動そして健康に主体
的に関わり探求しようとする使命感や責任感を涵養する。

看護学科

社会福祉学科
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社会福祉学部

医療経営管理学部

社会福祉学部は、福祉社会の構築に必要な専門的な知識と人間を理解するための幅広い教養、専門
的な知識に根ざした思考力と判断力を養成する。また、福祉社会の構成要素の動向に関心をもち、
福祉増進のための課題をとらえる意欲と、人間の多様な生き方や個性、自己表現の方法を多角的に
理解し、人権と人格を尊重する態度を涵養する。さらに、社会福祉専門職としての問題解決能力
と、対象となる個人や集団と良好な関係を築き、同僚や関連職種・機関と連携できる能力を育成す
る。

医療経営管理学部は、医療・経営・情報に関する専門的知識を有し、医療情報管理分野の専門的知
識に根ざした思考力・判断力を涵養する。また、社会の変化、医療情報技術の進歩に関心をもち続
け生涯を通じて主体的に学び続ける姿勢を養成する。さらに、社会人の一員として、専門的職業人
として、礼節・使命感・責任感をもち対象者・同僚・関連職種と良好なコミュニケーションがとれ
る能力と問題解決能力を有する「優れたQOLサポーター」を育成する。

看護学部は、人の多様な価値観を尊重し、人権擁護に基づく行動がとれる倫理的能力や看護者とし
て必要な幅広い教養と豊かな人間性を培い、専門的知識と方法論を用いて課題を解決していくため
の判断力と問題解決能力を育成する。さらに、保健医療福祉における看護の役割を果たし、連携医
療を担える能力を育成するとともに、看護の動向や社会の変化に関心をもち続け、地域･国際社会
におけるヒューマンケアリングに基づいた看護を探求しようとする使命感と責任感を涵養する。
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